


平
成
二
四
年
九
月
一
九
日
、

市
指
定
文
化
財
の
「
底
仁
屋
の

摺
曲
」
と
天
仁
屋
川
か
ら
パ
ン

崎
の
海
岸
に
か
け
て
み
ら
れ

る
摺
曲
が
国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
崖
い
っ

ぱ
い
に
広
が
る
大
規
模
な
摺

曲
、
地
層
の
逆
転
や
級
化
構

造
、
生
痕
化
石
な
ど
数
多
く
の

地
学
現
象
を
狭
い
範
囲
で
観

察
で
き
る
場
所
で
あ
り
、
沖
縄

島
の
成
り
立
ち
を
考
え
、
生
き

て
い
る
地
球
を
実
感
で
き
る

貴
重
な
場
所
で
す
。

数
千
万
年
の
時
を
超
え
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
球
の
営
み

を
体
感
し
に
出
か
け
て
み
ま

せ
ん
か
。
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名
護
市
は
、
沖
縄
本
島
北
部
に
位
置

す
る
国
頭
地
区
の
中
核
都
市
で
、
昭
和

四
五
(
一
九
七 

年
八
月
一
日
に
旧
名

O
%

護
町
・屋
部
村
・羽
地
村
・屋
我
地
村
・久

志
村
の
一
町
四
村
が
合
併
し
誕
生
し
ま

し
た
。
市
域
の
北
東
部
は
大
宜
味
村
と

東
村
、
西
部
は
今
帰
仁
村
と
本
部
町
、
南

部
は
恩
納
村
と
宜
野
座
村
の
一
町
五
村

に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
総
面
積
は
二
一

0
.
三
七
附
で
、
竹
富
町
、
石
垣
市
に
次

ぐ
面
積
を
誇
り
、
そ
の
約
六 

を
山

林
が
占
め
て
い
ま
す
。
市
域
の
西
部
は

険
し
い
山
々
を
有
す
る
屋
部
地
区
、
北

部
は
稲
作
で
知
ら
れ
る
羽
地
地
区
や

塩
田
で
知
ら
れ
る
屋
我
地
地
区
、
東
部

は
山
間
部
が
美
し
い
久
志
地
区
、
中
央

部
に
は
平
野
と 

陵
が
広
が
る
名
護

地
区
と
変
化
に
富
ん
だ
自
然
豊
か
芯

街
で
す
。

人
口
は
六
一
，
八
九
二
人
、
世
帯
数
は

二
七
，
二
九
六
世
帯
(
二 

一
四
年
二
月

二
十
八
日
現
在
)
を
数
え
、
五
五
の
行

政
区
か
う
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

E

O

名誕の市街地� 
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琉
球
列
島
と
は
、
九
州
か
ら
台
湾
の

聞
に
弓
形
(
弧
)
に
連
な
る
島
々
の
総
称

で
、
九
州
か
ら
ト
力
ラ
列
島
を
経
て
久

米
島
ま
で
連
な
る
火
山
性
の
島
々
と
、

九
州
・
種
子
島
か
ら
奄
美
諸
島
・沖
縄
諸

島
を
経
て
与
那
国
島
ま
で
連
な
る
非
火

山
性
の
島
々
が
二
列
に
並
ん
で
い
る
の

が
特
徴
で
す
。
こ
の
よ
う
に
弓
形
に
並

ん
だ
島
々
は
弧
状
列
島
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。ま

た
、
弧
が
張
り
出
し
た
前
弧
側

(
太
平
洋
側
)
に
は
最
大
水
深
約
七
，
九

の
深
い
琉
球
海
溝
が
あ
り
、
背

弧
側
(
東
シ
ナ
海
側
)
に
は
最
大
水
深

約
二
，
二 

の
沖
縄
ト
ラ
フ
と
呼

ば
れ
る
海
底
の
く
ぼ
み
が
あ
り
ま
す
。

さ
5
に
、
奄
美
大
島
か
ら
屋
久
島
聞

に
は
ト
力
ラ
海
峡
、
沖
縄
島
か
ら
宮
古

島
問
に
は
ケ
ラ
マ
海
裂
と
呼
ば
れ
る
水

深
一
， 

O
O
O
m以
上
の
深
い
切
れ
込

み
が
あ
り
、琉
球
列
島
を
大
き
く
三
つ

j

に
分
断
し
て
い
ま
す
。

O
O
m

琉
球
列
島
の
島
々
は
、
標
高
の
違
い

に
よ
り
山
地
で
あ
る
「
高
島
(
こ
う
と

う
と
と
、
高
度
が
低
く
段

E
・E
陵
・低

地
で
占
め
ら
れ
る
「
低
島
(
て
い
と
う
ご

に
大
別
で
き
ま
す
。
吉
岡
島
は
火
山
や
古

生
代 

新
生
代
第
三
紀
の
古
い
地
質
の 

島、

一
方
、低
島
は
新
第
三
紀
の
島
尻
群

層
泥
岩
類
と
そ
れ
を
覆
う
サ
ン
ゴ
礁
由

来
の
第
四
紀
琉
球
石
灰
岩
の
新
し
い
地

質
の
島
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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(1積年前)

1
.中
生
代
三
塁
紀

琉
球
列
島
隊
本
州
地
向
斜
海
と
い
う

海
の
底
に
あ
り
ま
レ
た
。
こ
の
偽
代
に

で
き
た
地
図
の
う
ち
、
ペ
ル
ム
紀
の
地

図
が
本
部
庖
の
一
部
、
三
位
紀
に
で
き

た
地
屈
が
今
帰
仁
庖
で
す
。
ま
た
、
三
畳

紀
以
降
の
地
庖
の
付
加
作
用
(
川
ペ
ー

ジ
参
照
)
に
よ
っ
て
、
現
在
の
琉
球
列
島

の
土
台
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

2
.
中
生
代
白
亜
紀

本
州
地
向
斜
海
は
隆
起
し
て
陸
化
、

そ
の
外
側
に
四
万
十
地
向
斜
海
が
で
き

ま
言
。
四
万
十
層
群
と
呼
ば
れ
る
地
図

を
縫
い制
し
た
海
で
、
名
高
岡
山
や
孟
隠
居

「
島
尻
海
」
が
隆
起
し
て
陸
威
が
鉱

大
き
な
島
で
、
し

-・" 

O

5
.第
三
紀
鮮
新
世
末

β 

〆� 
~~ '1・子� u‘d 

Y

¥
 


，、，� 

4

〈
。
沖
縄
島
も
か
怠

か
も
ス
ギ
が
自
生
し
て
い
た
痕
跡
が
あ

り
ま
ヨ
。
現
在
の
沖
縄
島
で
ス
ギ
が
自

生
す
る
た
め
に
隊
、
保
高

一
.五 

を
超
え
る
山
が
必
要
で
、
少
な
く
と
も

そ
の
ぐ
ら
い
の
規
般
の
高
山
が
そ
び
え

て
い
た
よ
う
で
す
二
方
、
そ
の
山
脈
の

背
後
に
は
湖
沼
群
が
出
現
し
ま
し
た
。

O
O
m

6
.
新
生
代
第
四
紀
更
新
世
初
期

湖
沼
欝
が
次
第
に
広
が
っ
て
、
北
疏

球
と
中
琉
球
の
簡
に
ト
カ
ラ
海
峡
が
成

立
。
こ
の
湖
沼
群
は
そ
の
ま
ま
陥
没
を

続
け
、
現
在
の
沖
縄
ト
ラ
フ
に
怠
り
ま

・年前以前� J
。舗飽規� 

AV 

(2

跡
こ
の
四
万
十
庖
群
に
含
ま
れ
ま
言
。gg

し
た
。
中
琉
球
と
向
琉
球
�
 ゆ大
陸
と
つ

こ
の
民
間
湖
、
硫
球
列
島
は
ま
だ
こ
の
海

な
が
る
半
島
状
の
地
形
と
怠
り
、
ハ
プ

怠
ど
の
南
方
系
の
動
物
が
移
住
し
て
さ

円
切
に
は
四
万
十
回
群
が
怠
い
こ
と
か

て
、
ト
カ
ラ
海
峡
で
行
き
止
ま
り
に
怒

り
ま
す
(
渡
漁
線
)
。

H

の
底
に
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
先
�
 泊

ら
、
陵
地
か
法
い
海
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
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注
釈
出
・1
E地
向
斜
海

・し
だ
い
に
沈
降
し
な
が
ら
厚
い
地
層
が
准
お
し
て
い
く
渇
の
こ
と
。
※ 
2
.四
万
十
倍
群
現
在
の
中
部
白
木
田
紀
伊
半
島
・
四
国
・
九
州
の
太
平
洋
側

か
ら
琉
球
列
島
に
か
け
て
分
布
言
る
地
層
群
。
泳
3
・
石
炭
田
同

・
淘
に
近
い
低
湿
地
獄
な
ど
に
ほ
世
間
制
宮
る
。
※ 
4.
渡
瀬
線 

ト
カ
ラ
列
島
南
部
の
態
石
島
と
小
宝
島
の
悶
に
引

か
れ
た
動
物
分
布
陣
視
界
線
。 
※
5.
図
に
つ
い
て
は
、 

(
2億
年
前
以
前
〉
は
参
考
文
猷
叫
渇
減
図
を
、
そ
れ
以
外
は
参
考
文
献 
4
掲
載
図
を
参
照
。

a

(1切� O万年前}� 

.e 

島
尻
海 

~~ì 〆� 
Jトカラ海敏� 

.。〆-~ .0  

d. ¥ 

ケラマ海軍選� 

3
.
第
三
紀
中
新
世
中
期

四
万
十
地
向
斜
海
が
隆
起
し
て
陸

化
、
中
国
大
隆
と
地
続
き
に
怠
り
ま
し

た
。
そ
こ
に
新
し
い
山
脈
が
生
ま
れ
、
疏

球
列
局
の
基
盤
と
怠
り
ま
言
。
先
島
諸

島
に
は
こ
の
碕
代
、
石
炭
庖
を
含
む
八

重
山
庖
群
が
峰
村
似
し
て
お
り
、
陸
地
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の

陸
地
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
経
て
、
は
る
か

南
方
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
た
よ
う
で

言。4.
第
三
紀
鮮
新
世

こ
れ
ま
で
あ
っ
た
陸
地
は
一
部
を
残

し
て
陥
没
し
、
新
し
く
「
島
尻
海
」
が
生

ま
れ
硫
球
列
島
は
大
隅
諸
島
と
ト
力
ラ

列
島
を
含
む
北
琉
球
、
奄
美
諸
島
及
び

沖
縄
諸
島
を
含
む
中
琉
球
、
先
島
諸
島

の
南
琉
球
と
い
う
三
つ
の
区
域
に
分
断

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
島
尻
海
」
に
縫
秘

し
た
地
層
は
島
尻
居
群
(
通
称
ク
チ
ヤ
)

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

7
.
更
新
世
後
期

再
び
沈
降
し
て
「
硫
球
サ
ン
コ
海
」
と

い
う
広
大
怠
サ
ン
ゴ
礁
海
械
と
芯
り
ま

す
。
そ
の
中
で
、
奄
美
大
島
・
沖
縄
本
島

北
部
の
ヤ
ン
パ
ル
や
石
垣
・西
表
島
の

中
央
部
な
ど
は
、
こ
の
サ
ン
ゴ
海
に
点

在
す
る
島
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

「琉
球
サ
ン
ゴ
海
」
の
海
で
育
ま
れ
た
ワ

ン
コ
採
が
現
在
の
琉
球
石
灰
岩
を
作
り

ま
し
た
。

8
.
更
新
世
末
期

引
き
続
き
「
琉
球
サ
ン
ゴ
海
」
が
広

が
っ
て
お
り
、
厚
い
石
灰
岩
が
准
積
し

ま
し
た
。
ま
た
、
氷
河
時
代
特
有
の
海
面

変
動
や
活
発
怠
断
層
運
動
に
よ
る
沈
降

と
隆
起
に
よ
っ
て
、
大
陸
と
地
続
き
に

な
っ
た
り
、
逆
に
小
芭
怠
島
々
に
細
分

化
大
」
れ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
約
一

万
年
前
の
霞
終
氷
期
の
あ
と
の
海
面
上

昇
に
よ
っ
て
、
現
在
の
琉
球
列
島
が
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。
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琉
球
列
島
で
霞
も
古
い
地
層
は
、本
部
半
島

石
灰
岩
、チ
ャ
ー
ト
、玄
武

江
帯
(
白
亜
紀
前
期
)
、今
帰
仁
帯
(
三
畳
紀
後

期
)
、本
部
帝
(
白
亜
紀
前
期
)
、
名
護
帝
(
白
亜

紀
前
期
末
)
、
そ
し
て
最
も
新
し
い
時
代
に
付

加
さ
れ
た
嘉
陽
稽
(
古
第
三
紀
始
新
世
)
で
言
。

こ
れ
ら
の
付
加
体
の
よ
に
、
新
第
三
紀
以
降

に
通
常
の
堆
稿
作
用
に
よ
っ
て
で
き
た
島
民

庖
群
や
琉
球
層
群
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

待

そ
の
地
図
を
基
盤
と
一
9
る
地
紙
の

守
」
戸
」
。

出 

2

図
表
中
の
「
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」
「
ユ
ニ
ッ
ト
」

と
い
う
表
現
は
、付
加
作
用
に
よ
っ
て
で
き
た
地
留

に
使
用
芯
れ
る
地
学
用
語
で
一
9
二
般
的
に
は
そ
れ

ぞ
れ
「
居
間
肘
」
「
図
」
と
読
み
替
え
て
差
し
支
え
あ

ま
せ
ん
ご
本
苫
で
俗
、
通
常
の
惜
地
検
に
よ
っ
て
で
き

た
地
居
を
「
庖
(
群
)
」
、
付
加
体
の
地
庖
を
「

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」
と
し
て
、区
別
し
て
い
ま
す
。

(川
べ 

ジ
参
照
)
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石� aお.チャート 石灰筑片言� 5.1壬興片道
ベルム~ 石灰鈍片道言明

玄Iln!守送時� 6~1Il片還さ塊 北。て、い7 

沖縄本� S中� -北部の居序表 参考文献� 1渇哉の表より一部改変。
各コンプレックス・庖については� 33-36ページ参照。� 

、二
億
数
千
万
年
前
の
古
生

ペ
ル
ム
紀
)
の
地
居
で
す
。

は
る
か
南
方
で
で
き
た
も

到
す
る
海
洋
プ
レ
ー
ト
に

球
列
島
の
あ
た
り
に
あ
っ

で
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
移

に
堆
積
し
た
堆
積
物
も
取

満
で
大
陸
プ
レ
ー
ト
に
沈 

ω
ら
も
た
ら
さ
れ
海
溝
付
近

大
陸
に
付
加
(
川
ペ
ー
ジ
参

唱
層
が
、現
在
琉
球
列
島
で

地
居
で
す
。

西
方
の
伊
江
島
を
含
む
一

み
て
み
る
と
、付
加
さ
れ

次
の
五
帯
に
区
分
す
る
こ

西
か
ら
南
東
へ
順
に
、伊

沖縄� 島中北部の付加コンプレックス配� 91J図 幸喜考文献� 1掲峨図を引用
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1万� 17∞

Z偲� '30万� 

2(卑日20万� 

2也9890万� 

h
ン
フ
リ
ア
崎
代

に
よ
る
区
分
は
で
き
ま
せ
ん
。
古
生
代
の
最

初
で
あ
る
力
ン
ブ
リ
ア
紀
の
前
と
い
う
こ
と

で
、
先
カ
ン
ブ
リ
ア
時
代
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す。
滅
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
記
録
は
、
化
石
と

し
て
地
層
の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
化

石
を
基
準
に
し
て
地
球
の
歴
史
が
区
分
さ
れ

て
い
ま
す
。
区
分
さ
れ
た
時
代
の
こ
と
を
地

質
時
代
と
い
い
ま
す
。

化
石
か
ら
わ
か
る
地
放
の
歴
史
は
、
大
き

く
3
つ
の
時
代
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
古

い
時
代
の
生
物
が
い
た
古
生
代
、
そ
の
次
の

中
生
代
、
そ
し
て
現
在
ち
含
む
新
生
代
で
す
。

古
生
代
は
、
様
々
な
生
物
が
発
生
し
、魚
類

や
植
物
、
毘
虫
な
ど
が
繁
栄
し
ま
す
。
中
生
代

は
恐
竜
の
時
代
、新
生
代
は
恐
竜
が
絶
滅
し
、

踊
乳
類
が
繁
栄
し
た
時
代
で
す
。
古
生
代
の

前
怯
化
石
が
残
っ
て
い
ま
ぜ
ん
の
で
、
化
石

過
去
、
様
々
な
生
物
が
繁
栄
し
、
そ
し
て
絶

9憾4醐万|・塊母列島地埴は四百十地向斜逝という海由直にめった� 

完fIi世� 

-量後のホ織 *ナウマンゾウ

・現時石底岩田l(柚.朱踊・間泳圃の書置E踊t断層蓮IIにより嵩峨が開閉<0句1耳年間
・3高嘩サンゴ趨ができ.塩原石原岩の埴繍が始まるい∞万年前}
・トカラ渇瞳の成立('60万年前).沖縄トラフの彪成
・島民高が睡起沖縄島には嘩高円借nほどの高山がで書るほ∞-170万写前}

-島尻海がで在.島J}(IIU'が埴1JI(5田万年前}

・四万十地向斜海が陪起し.墳時列島町基盤と'.る山隔ができるいs∞万年前3
石製膚を含むハDt山隔"がlII.禍(，ヌlO万e事前}

.:&飢府白血柿付加 *カヘイ石

食恐竜ーアンモナイト� どの絶誠r.
・名i量帰の壇繍付加(，(車'町田万-，慢を事前}
・1歩江層.本部"の岨楠付加(，(!，皿lO万-，但3問問万年前3 

*eit・アンモナイト'.どの繁輩

*コノドント田絶滅

.今帰仁婚の壇繍付加(2億3似国万年前}
・この時則以降町付加作用により塙琢列島町土台が形服される.

*三車曳フズリナ� どの絶誕r.
.，伝部備に含まれる石民岩田塩IA
・琉時列島地域は窓州地向制海という海田庖に晶った
・琉暗列島量古の皆石ー伊平温島伊平鹿府中町右灰岩

石庖島宮崎嶋中のチャート

*フズリナの出場

*撃事砲動帽のよ蛤� 

*植物の上陸

.自芯量古由化石ーコノドント

合コノドント白出現
食生輔の出単発的'.晶化

・日本量古の岩石一上前生硬岩
・大峰の也現

合健虫IAの出現

先 

*生命的出現

-溜耳目出現� 
46也� |・地i草田雌生� 

i也負時代区分表(琉球9lj~と生物の主主主でき己と)

11 



地
層
の
年
代
を
知
る
に
は
、
い
く
つ
か
の
方

法
が
あ
り
ま
す
。
代
表
的
芯
方
法
は
、
放
射
性

同
位
体
を
利
用
し
た
方
法
で
す
。
例
え
ば
、
地

d

庖
に
残
さ
れ
た
木
材
怠
ど
の
有
機
物
で
年
代

を
図
る
場
合
は
、
政
射
性
炭
素
の
同
位
体
を
調

べ
ま
す
。
地
球
上
に
存
在
す 
る
炭
素
は
、
質
量

一
二
の
炭
素
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
ほ
ん
の
わ

す
か
に
質
量
一
四
の
炭
素
が
含
ま
れ
て
い
ま

言
。
こ
の
よ
う
に
同
じ
原
子
で
質
空
の
異
な
る

も
の
を
同
位
体
と
い
い
ま
す
。
こ
の
同
位
体

は
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
股
射
線
を
出
し
な

が
ら
壊
れ
、
そ
の
呈
が
減
っ
て
い
き
ま
す
。
こ

の
性
質
を
使
っ
て
年
代
測
定
を
行
い
ま
す
。

昔
、
生
育
し
て
い
た
木
は
、
生
き
て
い
て
呼

服
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
当
時
の
大
気
中
の

炭
茶
一
二
・
炭
素
一
四
と
同
じ
割
合
で
体
の
中

に
炭
素
を
持
っ
て
い
ま
言
。
し
か
し
、
地
庖
に

埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
あ
と
は
、
炭
紫
一
四
は
時

間
の
経
過
と
と
も
に
二
疋
の
ス
ピ
ー
ド
で
壊

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
半
減
期
と
い
い
ま
す
。
こ

の
半
減
期
を
利
用
し
て
、
地
屈
に
残
さ
れ
た
木

材
な
ど
の
有
機
物
に
含
ま
れ
る
炭
素
一
四
の

霊
を
は
か
る
こ
と
で
、
地
屈
に
埋
ま
っ
て
か
ら

ど
の
く
ら
い
の
時
闘
が
経
過
し
て
い
る
の
か

を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

堆
積
岩
は
地
層
の
怠
か
に
化
石
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
の
化
石
を
調
べ

る
こ
と
で
も
年
代
が
わ
か
り
ま
す
。
生
物
は
遠

く
離
れ
て
い
て
も
、
同
じ
形
の
も
の
は
同
じ
時

代
に
生
き
て
い
た
も
の
で
言
。
そ
の
た
め
、
あ

る
場
所
で
化
石
の
年
代
が
詳
し
く
調
べ
ら
れ

て
い
れ
ば
、
離
れ
た
場
所
で
も
そ
の
化
石
を
含

ん
だ
地
居
の
年
代
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

火
成
岩
は
、
岩
石
の
中
に
含
ま
れ
る
股
射
性
の

鉱
物
を
使
っ
て
年
代
を
求
め
ま
宮
。
ま
た
、
マ

グ
マ
か
ら
溶
岩
に
冷
え
て
固
ま
る
と
き
に
、
地

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
霞
初
の
呈
の
半
分
に
な

球
の
磁
気
の
方
向
を
記
録
音
る
た
め
、
ど
の
方

年
か
か
る
こ
と
が
わ
か
っ

向
に
磁
化
し
て
い
る
の
か
を
調
べ
る
こ
と
で

も
、
年
代
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

O

れ
て
窒
素
一
四
に
変
化
し
て
い
き
、
数
が
減
っ

る
の
に
五
七
三 

年代測定に使われる放射性同位元素の半減期� 

"l.:1)'守� l〈汁� ι(i¥i't ~，と ;Rプt.夫)の悼， I 'H!月� 

238U(つラン� 238)ー・� 206Pb(鉛� 206) 44.68億年� 

235U(つラン� 235)-207Pb(鉛� 207) 7.038億年� 

40K(カリウム� 40)→� 40Ar(アルゴン� 40) 12.77億年 

14C(波書~14)-14N(窒素 14) L三730年� 
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地
球
の
表
面
は
プ
レ
ー
ト
と
よ
ば
れ
る
十

数
枚
の
岩
盤
で
お
お
わ
れ
て
い
ま
す
。
プ
レ
ー

ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
方
向
に
動
い
て
お
り
、

ほ
か
の
プ
レ
ー
ト
に
ぶ
つ
か
る
と
、
そ
の
下
に

沈
み
込
ん
で
海
溝
を
つ
く
っ
た
り
、
上
に
ち
り

上
が
っ
て
山
脈
を
つ
く
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
う

し
た
地
殻
変
動
や
陸
地
の
移
動
を
プ
レ
ー
ト

の
動
き
で
説
明
す
る
考
え
を
、
プ
レ
ー
ト
テ
ク

ト
二
ク
ス
と
い
い
ま
す
。

日
本
列
島
は
、
火
山
活
動
が
さ
か
ん
で
地
震

の
多
い
地
域
と
し
て
有
名
で
す
が
、
こ
れ
は
日

本
が
プ
レ
ー
ト
の
境
目
に
位
置
し
て
い
る
こ

と
と
関
係
が
あ
り
ま
す
。
日
本
列
島
の
周
辺
に

は
、
日
本
列
島
が
乗
っ
た
大
陸
プ
レ
ー
ト

(
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
と
北
ア
メ
リ
カ
プ

レ
ー
ト
)
の
下
に
海
洋
プ
レ
ー
ト
(
フ
ィ
リ
ピ

ン
海
プ
レ
ー
ト
と
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
)
が
沈
み

込
ん
で
お
り
、
せ
ま
い
地
域
に
四
枚
の
プ
レ
ー

ト
が
ひ
し
め
く
世
界
で
も
め
す
ら
し
い
場
所

で
す
。
沈
み
込
む
海
洋
プ
レ
ー
ト
の
は
た
ら
き

で
マ
グ
マ
が
で
き
て
火
山
活
動
が
起
こ
り
ゃ

す
く
、
ま
た
、
プ
レ
ー
ト
境
界
付
近
で
は
地
震

活
動
も
盛
ん
で
、
日
本
列
島
と
そ
の
周
辺
は
世

界
で
最
も
地
殻
変
動
の
激
し
い
場
所
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
プ
レ
ー
ト
は
ど
う
し
て
移
動
す
る
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
知
る
に
は
、
地
球
内
部

の
つ
く
り
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
球
の

表
面
に
は
地
殻
と
い
う
薄
い
岩
石
の
層
が
あ

り
、
そ
の
下
に
は
か
ん
ら
ん
岩
と
い
う
岩
石
で

で
き
た
マ
ン
ト
ル
と
よ
ば
れ
る
屈
が
あ
り
ま

す
。
プ
レ
ー
ト
と
は
、
地
殻
と
上
部
マ
ン
ト
ル

の
硬
い
部
分
を
合
わ
せ
た
部
分
の
こ
と
で
す
。

マ
ン
ト
ル
の
下
に
怯
鉄
や
ニ
ッ
ケ
ル
な
ど

で
で
き
た
高
温
の
核
が
あ
り
、
マ
ン
ト
ル
の
下

部
が
核
に
熱
せ 
5
れ
る
と
、
上
昇
亨
る
マ
ン
ト

ル
の
流
れ
(
ホ
ッ
ト
ブ
ル
ー
ム
)
が
で
き
ま
す
。

反
対
に
、
地
表
近
く
で
マ
ン
ト
ル
が
冷
や
さ
れ

る
と
下
降
す
る
マ
ン
ト
ル
の
流
れ
(
コ
ー
ル
ド

ブ
ル
ー
ム
)
が
で
き
ま
す
。
す
る
と
、
マ
ン
ト
ル

の
中
に
上
下
に
円
を
え
が
く
よ
う
な
流
れ
(
マ

ン
ト
ル
対
流
)
が
お
こ
り
、
そ
の
動
き
に
合
わ

せ
て
プ
レ
ー
ト
が
動
く
の
で
す
。

J 
日本周辺のプレート 参考文献12掲減図を参照� 
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付
加
作
用
に
つ
い
て 

5

海
洋
プ
レ
ー
ト
が
大
陸
プ
レ
ー
ト
の
縁
で

あ
る
海
溝
に
沈
み
込
む
時
、
海
洋
プ
レ
ー
ト

上
の
地
居
は
宮
べ
て
が
海
溝
の
下
に
沈
み
込

む
こ
と
が
で
き
す
に
、
一
部
は
大
陸
プ
レ
ー

ト
の
縁
に
剥
ぎ
取
ら
れ
、
そ
れ
が
海
溝
付
近

に
た
ま
っ
た
大
陸
起
源
の
砂
岩
、
泥
岩
、
火
山

岩
な
ど
と
混
じ
り
あ
い
芯
が
ら
大
陸
プ
レ
ー

ト
に
押
し
付
け
ら
れ
、
く
っ
つ
い
て
い
き
ま

言
。
こ
の
よ
う
な
現
象
を
付
加
作
用
と
い
い
、

こ
れ
に
よ
っ
て
で
き
た
地
層
の
集
合
体
を
付

加
体
と
い
い
ま
言
。
付
加
体
は
ほ
か
の
地
域

か
ら
プ
レ
ー
ト
に
乗
っ
て
や
っ
て
き
た
海
洋

起
源
(
異
地
性 
)
の
地
層
と
大
陸
起
源
(
現
地

性
)
の
地
層
が
ま
じ
り
あ
っ
て
お
り
、海
洋
起

源
の
岩
塊
や
地
層
の
境
を
「異
地
性
岩
崎搾
(
オ

リ
ス
ト
リ
ス
こ
と
い
い
ま
す
。

琉
球
列
島
を
含
む
日
本
列
島
の
骨
格
は
、
三

億
年
ほ
ど
前
か
ら
の
地
層
の
付
加
作
用
で
で

き
た
付
加
体
と
火
山
に
よ
っ
て
で
き
て
お
り
、

琉
球
列
島
は
三
畳
紀
以
降
、
お
お
む
ね
面
倒
か

ら
東
側
に
向
か
っ
て
次
々
と
発
達
し
た
付
加

体
で
す
。

;普通に縫積した地層と付加体の地層の違い

普通にほ殺したi也庖が傾斜し� :
普通の地層 た場合には、傾斜の方向(図では� j 

~ I¥ ト¥ 北 南 北償1])に向かってJt!3層の鋳代が新 j 
~ ..I )>1 しくなります。と、ち、、、1

:圃園 司=今 置シ乞/う/シツペ プレートの沈み込みによって� j田

. /7フ、戸一一~ -" 孟品 ;):7 ;):)71 それぞれのi也尼の中でlëI:、普通に 

j電 ，.二 割
:' d函::::::::.____.u

竜~A~/'X 付加されたi也隠は、下側に押し込 ; 
新しい 古いまれていくので、陸側の万が湾側� j

よりも古いj也庖で言。II.の図で� :

付加体の地局� l広、傾斜の方向に向かって古くな� j 

k「← 、、ー� p"a 1月 、� “ ‘問 りま言。ただし、断届で切られた� ;、� . 
~ 

i::::

断層面 古い 新しいが新しくなりま90 ; 

参考文献10掲減図を参照� 

2r.委〈〆手包タマ!::1 ，:j';i、r己~0札d"フレートの沈h込古川 ・� 佳R!したi也居と同じように北側� :4どL L'/パi可'ß"~f令 yぺ島 〆"，. /1 

i
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地
層
と
は
、
は
る
か
昔
、長
い
時
閣
を
か
け

て
川
か
ら
運
ば
れ
た
砂
や
泥
な
ど
が
海
底
に

堆
札
制
し
て
で
き
た
も
の
で
す
。
海
底
に
は
常
に

泥
が
少
し
す
っ
降
り
積
も
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
河
口
付
近
に
は
多
豆
の
土
砂
が
運
ば
れ
溜

ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、地
震
な
ど
を
き
っ

か
け
に
雪
崩
の
よ
う
に
海
底
ま
で
流
れ
下
り
、

も
と
も
と
あ
っ
た
泥
の
地
層
の
上
を
程
っ
て

E
そ
の
た
び
に
一
つ
の
層
が
作
ら
れ
ま
す
(
単

層
)
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
て
、砂

泥
�
 層
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
雪
崩

の
よ
う
な
現
象
を
乱
泥
流
と
い
い
、
で
き
た
堆

積
物
を
夕
|
ピ
ダ
イ
ト
と
い
い
ま
言
。

土
砂
が
海
底
に
堆
積
写
る
筒
、
よ
り
粗
い
粒

が
先
に
海
底
に
沈
み
、
次
第
に
細
か
芯
粒
が

ゆ
っ
く
り
と
海
底
に
沈
ん
で
屈
を
作
り
ま
す
。

こ
の
砧
も
り
方
を
級
化
構
造
と
い
い
ま
す
。
ふ

つ
う
下
の
庖
ほ
ど
時
代
が
古
く
、上
の
思
ほ
ど

新
し
い
も
の
で
官
。

地
層
は
地
殻
変
動
に
よ
っ
て
断
庖

や
摺
曲
と
い
っ
た
椋
々
怠
変
形
を
受

け
ま
言
。
断
庖
は
力
の
受
け
方
に

よ
っ
て
、正
断
居
、
逆
断
居
、
横
す
れ

断
層
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。
正
断
庖

は
地
層
が
引
っ
張
ら
れ
た
と
き
に
で

き
、
逆
断
層
は
逆
に
地
屈
が
押
さ
れ

た
と
き
に
で
き
る
断
層
で
す
。
横
す

れ
断
層
は
大
地
が
水
平
方
向
に
す
れ

る
力
が
働
い
た
と
き
に
で
き、
多
く

の
断
層
は
正
断
層
か
逆
断
層
の
勤
き

と
と
も
に
、
機
す
れ
も
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、押
さ
れ
る
力
が
働
い
た
と
き

に
、
す
れ
す
に
地
層
が
曲
げ
ら
れ
た

も
の
を
摺
曲
と
い
い
、
比
較
的
や
わ

5
か
い
地
庖
で
起
こ
り
ま
す
。
大
き

く
摺
曲
す
る
こ
と
で
傾
い
て
横
倒
し

に
怠
り
、
地
居
の
逆
転
が
起
こ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

'.正断層…・・ ー� 

~t- rtii? 

断層面に治って

一方が滑り;苔ちる


一
ず
凶
.
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が
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一
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一
・
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一一

一
一
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て
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�
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�
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唱
一
…
�
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凶
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級化構造
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扇状地 (砂Ql)

湾岸 〈砂〉一 -p- rー

一一一陸棚 〈砂泥〉 

i制点環境と地検物の関係を示す様式図、カッコ内が i佐積物
参考文献 10JfH北図を参照

.....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーー・・ ・・・・ーーーー・ーーーーーーー・・ー・・・・・・・・・・・・・ ・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ '.. ・ 

摺曲

力を受ける前の 両側から押される 潜血ができる
水平なl也府

ーーーーー

参考文献10参照図以$'j.の図は参考文献13m裕図を参照

16 




簡略� 

名極市

ru:1'lにめる
理....の繍臥唱曲

@ 

眠・・.‘・・

IIC綬絶� E会館@ 

_.__...._..... 
・・� 

....ーーー..ー

..

....
。 王仁製組合館

・・・・・・・ .
，

...・・ーーー...・....ーーーー '.
天E縄� 

=. 

国


と
泥
岩
層
が
繰
り
返
す

d

O

年
(
二 

一一

い
ほ
ど
大
き
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

の
天
然
記
念
物
(
地
質
)
に
指
定
さ
れ

叩
以
下
の
厚
さ
で
砂
岩
層

ま
し
た
。 O

摺
由
措
造
の
波
長
は
、
砂
岩
層
が
厚

世
(
約
主
四 

万
年
前
1
約
三
七 

万
年
前
)
の
、
最
も
新
し
い
時
代
に

付
加
さ
れ
た
嘉
陽
層
と
呼
ば
れ
る
地

層
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
嘉
陽
屈
は
、

当
時
の
海
溝
付
近
の
深
海
に
堆
積
し

た
タ 

ピ
ダ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
砂
岩

と
泥
岩
の
互
居
を
主
体
と
す
る
地
層

で
す
。海

底
地
す
べ
り
の
准
積
物
よ
り
な

る
嘉
陽
層
は
、
さ
ま
ざ
ま
怠
堆
積
構

造
や
逆
断
層
が
見
5
れ
、
特
に
地
層

O

l

O
O

O

の
摺
曲
現
象
が
発
達
し
て
い
ま
す
。

示
習
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
嘉
陽
層
に
は
付
加

作
用
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
日
本
列

島
の
成
り
立
ち
を
示
す
さ
ま
ざ
ま
な

現
象
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
極
め
て

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
二
四

層
に
は
、
深
海
に
倭
息
す
る
動
物
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
5
れ
る

生
痕
化
石
(
生
物
が
活
動
し
た
痕
跡
)

が
し
ば
し
ば
観
察
さ
れ
ま
す
。
こ
こ

で
見
ら
れ
る
生
痕
化
石
は
水
深
二

を
越
え
る
深
海
底
の
環
境
を

O
O
m

O 

一年
)
九
月
一
九
日
に
国

天
仁
屋
か
ら
パ
ン
崎
に
か
け
て
の

し
て
い
ま
す
。

海
岸
に
は
、
新
生
代
古
第
三
紀
始
新

ま
た
、
比
較
的
厚
さ
の
薄
い
砂
岩

言
。
二 

パ
ン
崎
周
辺

で
は
、
細
か
な
摺
曲
が
見
事
に
発
達

17 



3 N26 33 44.9 E128 08 19.8 


の先にiを萌していた砂岩を砕屑流i制点物(23ページ参照)

が削っていますが、見かけよは砂岩が上にあり、砕屑流i佳

郁物が下にあります。このことからも地屈が逆転している

ことがわかりま三九
 

4 N26 33 37.2 E128 08 20.9 


2)ターピダイトの級化構造の様子。単居中の砂岩と泥岩
4砂岩僅努互屈に見られる大規模な摺曲と逆断層。 のi克目は不明瞭ですが、各単層己との砂岩と泥岩の焼目

1)li少岩優努互屈に見られる大規模な摺曲と逆断層。

急角度で折れ曲がり倒れこんだ部分で、i也屈の逆転が (泥岩の左側)!eJ;明瞭です。通常、単層中で l芯泥岩よりも
砂岩僅~互屈では、砂岩が流動性が小さく曲がりにくい

発生します。� 下にI佳禎するはすの砂岩が、泥討の上にあることから、
ため、大規模主主摺曲が発達します。� 

この地層は上下が逆転していることがわかります。� 1 N26 33 507 E128 08 161 
.
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J)N26332 3 E1280822.4 5、N263324.6 E1280822.1 

GPS織能を使ってみよう� 

1 d:、GPS後能を使って見所ポイントをjJ¥有事fuaきがスマートフ方ンの方I 空してみa;:しよう.

例えばグーグルマップの検索パ に色写真に記a毒した純度経度情報を入れると、l也図上にそ

の地点、が説示されまsr。また、経度経度等を取得したりできるアプリも滋多くありまsrので、
見学の際に利用してみると便利で9。

アプリの一例アンドロイド版fMyTracksJrGPSStatusJ 

iPhone版rCommanderCompassJ 

ヰミスマートフ才ンのGPS絞首Eを有効に9る必婆がありよ90GPSを利用事るとバッテリー

の消耗が淑しいので、利用の際にId:バッデリーのJ!鐙に注意しましょう。ょた、アブリのダウ

ンロードId:、自己貞伎において行っていただきま事ょうお願いしま90

，><j也図上の位位と実際のi窃所とは、若干の誤差がありま90あらかじめと了承ください.

検索バーへの入力の仕方{、1地点のi嘉合)rN26_33_50 7_E128_08_16 tJ 
T T T -'r i 

一一一一一一 半角スペース� 

8 N263312.9 E1280818.6 7 N263315.1 

⑨� N263313.0 
E1280817.4 

7~居厚が薄く主よると、細かな摺曲が発達します。これは、十分に固結写ゐ前の‘尼岩庖が柔らかく、砂岩屈と砂岩居間で潤滑剤のように働き、細か
い摺曲が発達したものと考えられます。� y、の場所でleI:、多くの生痕化石を見るこ(.ができます。よく観察してみましよう。� 

，、内、.

、、 ι 

¥ 
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見所ポイントと見学の注意点
 

f
 

r'a'''E'E
1
・①
 凶

A

1EEJ 

念

天
仁
屋
川
河
口
か
ら
パ
ン
崎
の
先
端
ま
で
は
、
約

一
.
五
畑
の
距
離
が
あ
り
ま
す
。
パ
ン
崎
ま
で
の
所
要

時
間
の
目
安
は
お
お
よ
そ
四
五
分
ほ
ど
で
す
が
、
海
岸

に
は
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
落
ち
て
い
て
足
場
が
悪
く
、
少
し

歩
き
に
く
い
た
め
、
そ
れ
以
上
に
時
間
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
特
に
夏
場
は
無
理
を
せ
す
、十
分
に
給

水
や
塩
分
補
給
を
行
っ
て
休
憩
を
と
る
怠
ど
、
熱
中
症

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
海
岸
線
と
い
う
場
所
柄
か
ら
、
い
つ
で
も
摺
曲

--いす
内 ③

�
 

-

を
見
学
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
図
中
の
③

@

�

 

⑥
③
の
場
所
は
干
潮
時
で
な
い
と
足
が
海
に
浸
か
っ
て

@
 

-

し
ま
い
、歩
く
の
は
大
変
危
険
で
す
。
特
に
@
の
場
所
は

ω
一
�
 

''一 

♂¥
 

大
潮
の
干
潮
時
で
な
い
と
、
歩
い
て
パ
ン
崎
の
先
端
ま
で

行
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
見
学
を
行
う
際
に
は
、
事
前

に
大
潮
の
時
期
と
そ
の
干
潮
の
時
間
帯
を
確
認
し
、
パ
ン

崎
の
先
端
に
到
着
す
る
の
が
、
で
き
る
だ
け
最
干
潮
の
時

間
に
近
く
な
る
よ
う
に
見
学
の
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

そ
う
い
わ
れ
る
と
、
見
学
に
行
く
の
は
少
し
煩
わ
し
い

と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
煩
わ
し
さ

を

一
挙
に
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
の
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
球

の
営
み
を
自
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
�
 
。
よ
り
安
全
に
、

よ
り
楽
し
く
見
学
す
る
た
め
、事
前
に
し
っ
か
り
準
備
し

J

ま
し
ょ
う
。
�
 

古い世つりゅう

操岩(砕屑流堆積物の一種)

砕屑流i佳私物とlet、岩石が壊れてできた
破片や粒子でできたi佐和物のことです。

大小様々な形の黒色泥岩が密集してお

り、先に堆積していた地屈が乱泥流に

際岩 よって一挙に削られ運ばれてきたもの
です。
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底
仁
屋
に
あ
る
嘉
陽

屈
の
摺
曲
は
、
嘉
陽
か

ら
底
仁
屋
に
ぬ
け
る
国

道
=
主
二
号
の
旧
道
沿

い
に
み
ら
れ
ま
す
。
そ

の
旧
道
の
削
り
取
ら
れ

た
匡
に
、
大
き
く
摺
曲

し
た
地
層
が
現
れ
て
い

ま
す
。
底
仁
屋
の
摺
曲

の
よ
う
に
、
曲
が
り
く

ね
り
、
さ
ら
に
折
り
た

た
ま
れ
横
倒
し
に
な
っ

て
い
る
摺
由
を
横
臥
摺

曲
と
い
っ
て
、
大
変
診

し
い
も
の
で
す
。
以
前

か
ら
、
県
内
の
各
高
校

の
地
学
実
習
の
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し

た。
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地
層
を
観
察
す
る
時
に
、
も
う
一
つ
見
落

と
し
て
以
な
5
な
い
も
の
と
し
て
、
地
層
面

J

や
内
部
に
見
ら
れ
る
生
物
の
住
み
痕
が
あ
り

ま
す
。
単
層
と
単
庖
が
作 
5
れ
る
聞
に
は
長

い
時
間
的
隙
聞
が
あ
り
、
そ
の
問
、海
底
に
は

多
く
の
生
物
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
化
石
と

い
う
と
、
生
物
そ
の
も
の
の
遺
体
を
連
想
し

が
ち
で
す 
が
、
こ
の
生
物
の
住
み
痕
も
れ
っ

m

き
と
し
た
化
石
で
あ
り
、
生
痕
化
石
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

生
痕
化
石
に
は
海
底
面
を
這
い
回
っ
た
痕
、

す
で
に
堆
積
し
た
数
枚
の
地
層
を
買
い
て
も

ぐ
り
こ
ん
だ
り
、
一
這
い
出
し
た
り
し
た
痕
な

う
な
形
態
の
生
痕
化
石
は
、
水
深
二 
.

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
形
態
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

を
超
え
る
深
海
底
の
環
境
を
示
す
も
の
と

ら
の
形
態
や
、
そ
の
群
集
を
詳
し
く
観
察
す
る

考
え 
5
れ
て
い
ま
す
。

と
、
生
物
が
住
ん
で
い
た
場
所
の
堆
積
物
の
粒

0
0
o

と
な
が
ら
、
地
層
が
作
ら
れ
た
当
時
の
古
環
境

を
考
え
る
上
で
、
大
変
重
要
芯
意
昧
を
持
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
生
痕
化
石
の
中
に
は
、
地
居
の
上
面

や
下
面
に
限
ら
れ
て
観
察
さ
れ
る
も
の
も
あ

り
、地
層
の
上
下
判
定
の
有
効
な
手
が
か
り
と

も
な
り
ま
す
。

嘉
陽
居
の
砂
岩
・
泥
岩
互
屈
の
地
庖
面
に

は
.
規
則
正
し
い
渦
巻
き
ゃ
蛇
行
網
目
怠
ど

の
模
様
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
，

深
海
底
の
泥
の
上
を
正
体
不
明
の
生
物
が
は

這
い
回
り
泥
が
窪
ん
だ
と
こ
ろ
に
、
次
の
乱
泥

流
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
砂
が
そ
の
窪
み

を
型
ど 
0
.
そ
の
後
地
層
の
逆
転
が
起
こ
っ

て
、
上
に
な
っ
た
泥
岩
が
浸
食
に
よ
っ
て
削
ら

れ
た
結
果
、
砂
岩
層
に
凸
状
に
現
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

次
の
乱
泥
流
ま
で
の
時
間
的
な
隙
闘
が
短

く
、
比
較
的
薄
い
砂
岩
居
の
底
面
に
残
っ
て
い

る
場
合
が
多
い
で
す
。
パ
ン
崎
近
く
の
居
厚
の

薄
い
場
所
(
見
所
ポ
イ
ン
ト
⑦
)
で
、
多
く
の
生

痕
化
石
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
層
を
よ

い
ま
わ
っ
た
痕
で
、
生
痕
化
石
で
す
。
こ
の
よ

く
観
察
し
て
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

し
か
し
、
「
泥
の
上
を
這
い
回
っ
た
痕
」
と
い

の
大
き
さ
や
海
の
深
さ
な
ど
、
環
境
の
遣
い
を

反
映
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

生
痕
化
石
は
生
物
学
的
な
意
義
も
さ
る
こ

い
な
が
ら
、
嘉
陽
層
の
生
痕
化
石
は
泥
岩
層
に

窪
ん
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
砂
岩
層
の
底
面

に
凸
状
に
現
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、生
物
が 

j主 
Z包ユ

思、 
11 

とらfよいで1

会

九や

落書きじ拡いで 1 
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嘉陽層にある生痕化石のでき方

一一惨

深海底の泥の上を 乱泥流によって

笠物が遣い回る。 もたらされた砂が、
i霊痕のくぼみができる。 くぼみを型どる。

豆~← ‘一一 
傾いて繊倒しに主主り、

砂岩に凸状に 地層の逆転が起こる。
生痕化石が様る。 点線部分からよが浸食される。 ?選曲する。 

ω
剛山

26 
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コスモラフエ

パレオディクチオン 
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海
辺
は
絶
え
す
潮
の
満
ち
引
き
が
あ
り
、満

潮
の
時
と
干
潮
の
時
で
は
海
岸
線
の
位
置
が
変

わ
り
ま
写
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
乾
い
た
り
濡
れ
た

り
す
る
場
所
を
潮
間
務
と
い
い
ま
す
。
潮
間
帯

の
う
ち
、
よ
り
海
岸
に
近
い
場
所
で
は
、
干
潮
に

な
る
と
大
小
た
く
さ
ん
の
水
た
ま
り
が
で
き
ま

す
。
こ
の
水
た
ま
り
を
「タ
イ
ド
ブ
ー
ル
」と
い

い
ま
す
。
タ
イ
ド
ブ
ー
ル
に
は
様
々
な
生
き
物

が
住
ん
で
い
ま
す
。

下
の
写
真
の
生
き
物
は
、
全
て
天
仁
屋
の
海

岸
で
見
つ
け
た
生
き
物
で
す
。
こ
の
他
に
も
力

二
や
ナ
マ
コ
、
フ
ナ
ム
シ
な
ど
た
く
さ
ん
の
生

き
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
摺
曲
を
見
学

す
る
際
に
は
、
こ
の
タ
イ
ド
ブ
ー
ル
も
の
ぞ
い

て
み
ま
し
ょ
う
。 
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加武ラを�  1;;: 伊� E 

fを岩紀 綿 曜日 江
躍のの成市亜 「
源巽?チ"9史紀
のi也ヤる理的

ごて
〈

塑性|ペリ則

匂ht彦君� G
フ

を 石 紀 ツ 泥
含注� 1ぞ岩�  2

シ

持� 2222人

.ー・・・・・

-~. 

今帰仁域跡の泥灰岩

. . ・・・・・ーー・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・. 

今
帰
仁
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

本
部
半
島
で
は
三
位
紀
の
泥

灰
岩 
-玄
武
岩
・
凝
灰
岩
か
ら
な

り
、
辺
戸
岬
で
は
ペ
ル
ム
紀
の

石
灰
質
片
山
石
を
異
地
性
岩
塊
と

し
て
含
む
三
畳
紀
の
泥
灰
岩
か

ニ
ッ
ト
は
石
灰
質
片
岩
、
珪
質
片
山
石
、
苦
鉄
質
片
岩
の
異
地
性
岩
塊
を
含

ら
な
る
付
加
体
起
源
の
地
居
。 

居
か
ら
な
り
、
低
度
の
変
性
作
用
を
受
け

E

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・ーー・・.・・ ・・・・・・・・・ーーーーーーーーーーー・・・・・・・・・・・ーー・ーー・・・

・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・... ・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

. . 

. .-
一
名
座
ユ
ニ
ッ
ト
の
二
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
屋
名
座
ユ
ニ
ッ
ト
は
ペ
ル
ム
紀

の
石
灰
岩
と
三
畳
紀
チ
ャ
ー
ト
、
玄
武
岩
の
巽
地
性
宕
塊
を
含
む
白
亜
紀

前
期
の
砂
岩
・
泥
岩
か
ら
な
る
付
加
体
起
源
の
地
層
で
す
。
一
方
、
安
根
ユ

む
自
重
紀
前
期
の
砂
岩
泥
岩

付
加
体
起
源
の
地
自
で
、
裕
造
的
下
位
の
安
根
ユ
ニ
ッ
ト
と
上
位
の
慶

屋名度ユニット(7i'.!>宮卓越7i'.!>渚泥岩互居。
崎本部海岸)

・・・・・・・・・・・・・・ー・ー-----_.._--_....・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・ーーー・・・・・・・・・・・・ ・・

て
い
る
の
が
屋
名
座
ユ
ニ
ッ
ト
と
の
大
き
な
遣
い
で
す
。

--_."・ 

安根ユニット(異 i也性岩塊、厚さ2mのき欽
箆片岩を挟む石灰質片岩。奥問リゾート) 

......_ _._---_........_-----_._--_....__.............__..
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..見学に行く前に

天
仁
屋
の
海
岸
治
い
に
あ
る
摺
曲
を
見
学
す
る
際

に
は
、
足
場
が
悪
く
滑
り
や
苦
い
の
で
、
運
動
靴
な
ど

歩
き
や
す
い
靴
を
履
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
濡
れ
て

も
よ
い
動
き
や
す
い
服
装
を
身
に
つ
け
、
暑
い
季
節
に

は
熱
中
症
予
防
の
た
め
必
す
帽
子
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ

う
。
服
や
靴
が
濡
れ
た
と
き
の
為
に
、
着
替
え
や
替
え

の
靴
を
持
っ
て
い
く
と
帰
宅
時
も
快
適
で
す
。

所
々
崖
が
崩
れ
て
い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
の
で
落

石
に
も
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

安
全
に
見
学
す
る
た
め
に
、
大
潮
の
干
潮
時
に
見
学

に
行
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
事
前
に
潮
見
表
を
確

認
し
て
し
っ
か
り
見
学
の
計
画
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。

当
日
の
天
候
に
注
意
し
、
海
が
荒
れ
て
い
る
よ
う
怠

ら
、
日
を
改
め
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
ま
た
、
一
人
で
見

学
に
行
く
の
は
非
常
に
危
険
で
す
。
万
一
の
事
故
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
、
必
す
複
数
人
で
行
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

以
上
の
点
に
注
意
す
れ
ば
、
安
全
に
見
学
を
楽
し
む

事
が
で
き
ま
す
。
歪
削
に
し
っ
か
り
準
備
し
ま
し
ょ
う
。 

•-・........................................................................... . 


-文化財としての取り扱い 
「
名
護
市
高
陽
居
の
摺
曲
」
は
国
指
定
の
天
然
記

念
物
で
あ
り
、
文
化
財
保
護
法
と
い
う
法
律
に

ハ
ン
マ
ー
芯
ど
で
割
っ
た
り
、
一
治

を
持
ち
出
し
た
り
す
る
こ
と
は
法
律
に
よ
り
栄
比

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
や
む
を
得
す
現
状
を
変
更

し
た
り
、
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
行
う
際

に
は
、
事
前
に
文
化
庁
長
官
の
許
可
が
必
要
で
す
。

数
千
万
年
に
も
及
ぶ
地
球
の
営
み
に
よ
っ
て
作

り
出
さ
れ
た
、
非
常
に
貴
重
芯
文
化
財
で
す
。
そ
の

ま
ま
の
姿
を
未
来
ヘ
受
け
継
い
で
い
く
た
め
に

も
、
ま
た
、
全
て
の
人
が
見
学
を
楽
し
む
た
め
に

も
、
文
化
財
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

t、

よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
問
を

き
し
た
り
、
石

E

・.........._--..............................................................・• 
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…見学の様子…………….日…………….目……….日……….“…….“….“.…………….“……….日……….“…….“….“.….“寸.
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